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特別協賛

近年、がん研究領域には各種の革新的研究手法が導入され、ヒト
がんに関する新たなエビデンスが数多く得られています。
そして、そうした多様なエビデンスに基づいて、新たながん予防法
やがん治療法が開発されつつあり、今後のがん予防・がん医療は、
大きく変貌を遂げることが期待されています。
そこで、今年のライブセッションでは、UICC日本委員会の中心的
なメンバー組織である、日本癌治療学会や日本癌学会から、当該
研究領域を代表する研究者の方々を演者としてお招きし、今後、
がん予防とがん医療はどのような変貌を遂げ、どのように我々を
がんから救ってくれるのかを教えて頂きます。

これからのがん予防－変わら
ない基本と、新しい可能性

これからのがん診断－難治がん
の早期診断の確立に向けて－

がん免疫療法の未来を考える


